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企画の目的

「大熊町・双葉町」の
移住者・定住者増加のためのきっかけ提供



双葉町大熊町

原発の被害が大きかった

復興を遂げようとしている町

それぞれ独自の魅力がある町

なぜ大熊町と双葉町を選んだのか



人

産業インフラ

 住⺠
 労働者

（農家さんなど）

 コンビニ
 スーパー
 ガソリンスタンド

 農業
 原子力
 観光業はない

11年前の福島の暮らし



人

産業インフラ

 住⺠
 労働者

（農家さんなど）

 コンビニ
 スーパー
 ガソリンスタンド

 農業
 原子力
 観光業はない

11年前の福島の暮らし

しかし、震災によって…



人

産業インフラ

 帰還困難区域の
未解除

 元住⺠の地域での
生活基盤の充実

 高齢化

震災によって全てがストップ

 農業
 原子力
 観光業はない

 生活基盤の欠如



人
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 帰還困難区域の
未解除

 元住⺠の地域での
生活基盤の充実

 高齢化

震災によって全てがストップ

 農業
 原子力
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 生活基盤の欠如

悪循環



悪循環を止め
人

産業インフラ

私たちの考える復興とは・・・

基盤の形成
 観光客
 企業

 生活基盤の充足
 観光客への供給

 観光への取り組み
 付随し生まれた産業

観光の力

復興の定義



悪循環を止め
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観光の力

復興の定義

大熊町・双葉町の強みや魅力は
一体何があるのだろうか？



大熊町と双葉町の現状分析



大熊町・双葉町のSWOT分析



整備されていない土地

観光名所 へ！

大熊町・双葉町の強み

1
自然が豊富で将来性がある



2

大熊町・双葉町の強み

大熊町 ホタル

伝統的に引き継がれているもの

観光業がなかったために伝えられていなかった魅力

双葉町 だるま



Max Charm2
ちゃむちゃむ

伝統的に受け継がれた魅力

新しくできた魅力

コンセプト



Max Charm2
ちゃむちゃむ 伝統的に受け継がれた魅力

新しくできた魅力

2つの魅力で悪循環から好循環へ
魅力を最大限伝えるために段階的なプランの設定

コンセプト



現状：観光の基盤がない、悪循環等の課題がある

段階的なプラン作成を行うことが
確実な復興・まちづくりにおいて適切なのではないか

なぜ段階的なプラン作成なのか



1 2 3

ターゲット層 近隣の地域 周辺都市 全国

期間 １〜３年 ４〜６年 ７年〜

目的・目標 認知 集客 拡大

⻑期プランの提⽰



大熊町のプラン



一年中ホタルがみれる町



なぜ大熊町でホタル？

一年中ホタルが見れる町



塾⻑ 渡辺正勝
おおくま ふるさと塾

「大熊でホタル復活の兆しがある」

大熊町のホタルの現状 は…

一年中ホタルを
見れるようにするためには…？

大熊町の震災前と震災後の変化って？

さん

一年中ホタルが見れる町



ホタルが光るのはいつ？

もしこの現象を
一年中
見ることができたら…？

 活発に活動する時期 

6月中旬〜8月中旬

交尾するとき 

コミュニケーションを
行うときに

発光・点滅をしている 



小規模ホタル展⽰
計画・作成・実行

一年中見られるホタル
仕組みづくり

STEP1 STEP2 STEP3



福島県福島市やいわき市などの県内の物産展で展示

STEP1 STEP2 STEP3

既存の代表産業 とともに、
大熊町のホタルを認知してもらう 



STEP1 STEP2 STEP3

ネクサスファームおおくま（株）/ 農業

事業内容：いちごの生産・販売

既存の代表産業

おおくまベリー



ホタルが見れる庭園づくり
整った環境下で、保護・自然飼育されたホタルが見れる場所

ホタルの特性を活かした庭園づくり
ホタルが間近で見られる大熊の新たな名所

STEP1 STEP2 STEP3



ドーム型
ホタル
鑑賞施設

レジャー/自然を
活かした
宿泊施設

ゼロカーボンの活用

１年中ホタルを
間近で見られる

自然空間

STEP1 STEP2 STEP3



STEP

1 ガラス張りの小規模展⽰ 

ホタルのための庭園

ドーム型で、両方を可能にする

STEP

2

STEP

3

ドーム型ホタル観賞施設



なぜドーム型？

温度管理されているため
一年中ホタルを
見ることができる

なぜドーム型？

２

間近でホタルを
見ることができる

１

ドーム型ホタル観賞施設



双葉町のプラン



ダルマとアートのメッカ



なぜダルマとアートなのか？

ダルマ×アートのメッカ



アートには人を動かす力が
アートが1番力を発揮する場面の１つは、

人の心に火を灯すこと

OVER ALLS

wow

how

アートを選んだもう一つの理由



認められて…

全⻑約40メートルへ！
初期は約30センチほど

活動が海外メディアに取り上げられることも

誹謗中傷などが多くアートは認められていなかった

アートが影響し町に戻りたいと考える元住⺠増加

認められるようになり町からの委託作品も増加

アートを選んだもう一つの理由



アートを選んだもう一つの理由

活動が海外メディアに取り上げられることも

誹謗中傷などが多くアートは認められていなかった

アートが影響し町に戻りたいと考える元住⺠増加

認められるようになり町からの委託作品も増加



ダルマ×アートのメッカ

参加型ダルマ×アート

ダルマミュージアム 
フリーペイントウォール

ダルマ×アートコンテスト 若手アーティストサポート

若手芸術家が住みたい街 ダルマ・アートで溢れる街 



STEP1 STEP2 STEP3

若手アーティスト・美大生の
ための表現の場確保 

住みたいと思わせる環境整備

若手アーティストサポート ダルマ×アートコンテスト
若手アーティスト・美大生を 

募ったアートコンテスト
 地元の人の願いダルマの保管 
ダルマミュージアム建設開始

参加型ダルマ×アート



保管
（ミュージアムで保管）

成就・受領
（片目を埋めて、持ち帰ってもらう）

製作・祈願
（願いを込めたダルマ製作）

ダルマミュージアムのシステム



STEP1 STEP2 STEP3

若手アーティストサポート ダルマ×アートコンテスト参加型ダルマ×アート
 ダルマミュージアム完成

ダルマ探しツアー
来訪者のダルマ保管

フリーペイントウォール完成

 コンテスト部門の追加 
（音楽、氷の彫刻、華道 ect）

コラボダルマの限定販売

有名アーティストの作品展示 
アーティスト移住制度開始



難易度を選択
ダルマミュージアム

からスタート 町へダルマを探しに

ダルマを見つけたら
QRコードを読み取る

すると・・・
見つけたダルマが
スマホの中に！

ノルマを達成したら
ダルマミュージアムへ

特典のダルマと
達成証明スタンプが

もらえる！

さらに…

ダルマ探しツアー



ダルマ探しツアーで達成証明スタンプを7つ集めると…

特別なダルマがもらえる！

何度もクリアすると景品としてもらえるダルマ



ファンの購買意欲を沸かす

コンテスト入賞者

コラボダルマを数量限定で販売

入賞作品を商品化

自分をアピールすることができる

アーティストとのコラボダルマ



STEP1 STEP2 STEP3



STEP1 STEP2 STEP3

だるま×アートのメッカ
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大熊町

ホタルと冬景色 地域の人の思い出をこの地に蘇らせる

カップル・家族でも楽しめる充実なアクティビティ

天候に左右されないホタルのためのレジャー施設

1）新規性・創造性



双葉町

ダルマ×アートが融合した町

伝統的なダルマを利用したまちづくり

過去と未来がつながる旅行

願いダルマによる新しい旅行の形

1）新規性・創造性



大熊町

新しい産業による雇用の創出・企業の参入

「冬でもホタル」 新たな観光名所による観光客の増加

地域特産物を活用し、認知度を向上 リピーターの増加

2）効果



双葉町

新たな町のシンボル化

願いダルマによる、再来の増加

新しい産業による雇用の創出・企業の参入

アーティストの参集

2）効果



大熊町

カワニナ増殖により、近年中にホタルの見れる環境設計が可能

ネクサスファーム⼯場⻑への取材により、ご協力の確認

生殖環境を整えることで、冬期の鑑賞可能
ホタルの幼虫の餌となるカワニナ

3）実現可能性



双葉町

町jにダルマの壁画があることにより、高い実現可能性

町の復興計画プランに則った新しい観光まちづくりプラン

町の名産品を活用するため高い実現可能性

3）実現可能性



大熊町

認知度・観光業の衰退という課題の解決

現存する産業 × ホタル → 地域との連携

段階でターゲット・期間を設定し、課題解決までのステップが明確

4）論理的構成



双葉町

既存のまちづくり計画に沿ったプランの設計

雇用・移住者の少なさといった課題の解決

段階でターゲット・期間を設定し、課題解決までのステップが明確

4）論理的構成


